
令和５年度熊本スーパーハイスクール（KSH)
北稜高校の取組の概要

１．研究の目的
５学科の特色ある教育活動を通して、望ましい職業観・勤労観を身に付け
ると共に、地域を知り郷土愛を持った、将来の地域社会を担い活躍でき
る人材を育成する。

２．事業の紹介

①４つの学科の授業
を体験できる他学科
体験（１年）

②１４のグループに
分かれて行うテーマ
学習（２年）

③各学科の学びの集
大成であるプロジェ
クト発表（３年）

本校ならでは！
１つの学科の授業３時間を
１セットとし、どの学科の
生徒も他学科の授業を体験
し、他学科の学習について
知る機会となりました。

興味ある分野を深く探究！
「科学」「言語」「スポー
ツ」といったグループに分か
れて、生徒自身が興味のある
分野について研究し、北稜祭
でも展示発表しました。

研究をさらに深化させ、
地域に貢献

園芸科学科と造園科は、農業
クラブの県大会で、これまで
の研究を深化させた地域貢献
の取組を発表しました。

３．地域との連携
玉名未来づくり研究所と２年生のテーマ学習（商業・観光グループ）の取組

研究所の活動テーマ：
「マチにワクワクする場所を創ろう！」

北稜生をはじめ数校の高校生と大学生が集まり、研
究員として参加しました。地元で活躍されている方か
らお話を聞いたり、実際に４つのエリアのまち歩きを
したりしながら、玉名の魅力をお互いに共有し合いま
した。イベントの企画をする際に、「農業の魅力を多
くの人に知ってもらいたい。」「中央病院跡地を若者
にも使いやすい施設にしたい。」などの意見が挙がり、
いくつかのイベントを実際に企画・運営しました。

本校の果樹園での
ミカン狩りバスツアー

まち歩き後に意見交換

造園科の授業体験 グループ内中間発表会 地元中学生との交流会


